	対象教科・科目
	単位数
	学年・学級

	「生物Ⅰ」
	３
	


１　学習の到達目標等
	学習の到達目標
	１　さまざまな事例を通して，自然と生物に対して関心を持ち，理解を深めます。
２　観察や実験を通して探究する能力と科学的に考える態度を身につけます。
３　基本的な内容を理解し，またその結果として現学年のうちから大学入試にも対応できる学力の養成を目指します。　　

	使用教科書・副教材等
	 啓林館　高等学校　生物Ⅰ　改訂版（生Ⅰ０１９），傍用問題集


２　学習計画及び評価方法等
	学
期
	学習内容
	月
	学習のねらい
	備　考
	考
査
範
囲

	第
１
学
期
	オリエンテーション
第１部　生物体の構造と機能
　第１章　細胞の構造
　　１細胞説とその確立

　　２生命の単位―細胞
　　３細胞の構造
　　４原核生物と真核生物
　第２章　細胞の機能
　　１細胞膜と物質の出入り
　　２細胞と酵素反応　
	４
	　「生物Ⅰ」について，学習の目標や内容，学習方法，評価方法を理解します。
	・植物を中心に細胞の観察を行います。
・顕微鏡の使用法，プレパラートの作成法の実習を行います。
・細胞の浸透圧に関する現象について実験観察を行います。
・酵素の働きについて調べます。
	第
１
学
期
中
間
考
査

	
	
	
	　細胞が生命の単位であることについて，いろいろな事例を通して学習し理解します。
　核や細胞質の働き及び構造体の形態を観察などの探究活動を通して理解し，細胞が生命活動の基本の場となっていることを理解します。
  細胞膜の性質と物質の出入りについて，考察することを通して理解します。
  細胞内での生命活動が酵素による化学反応の統合であることを理解します。
	
	

	
	
	５

	
	
	

	
	　第３章　細胞の増殖と
　　　　　生物体の構造
　　１細胞分裂
　　２細胞の多様化
　　３単細胞生物と
　　　多細胞生物
    ４多細胞生物の構造
第２部　生命の連続性
  第１章　生殖
    １無性生殖と有性生殖
    ２減数分裂
    ３植物の生殖

    ４動物の生殖
    
	
	　体細胞分裂の過程とそのしくみについて学習し，染色体が娘細胞に等しく分配されることを理解します。
	・体細胞分裂の観察と探究活動を行います。
	第
１
学
期
期
末
考
査

	
	
	６

	  単細胞生物の構造，細胞の分化の意義を理解します。
組織器官を軸として多細胞生物の構造を理
解します。

　生物が次の世代へ生命をつないでいく生殖の意義，いろいろな生殖方法を理解します。
  生殖細胞の形成に関わる減数分裂の過程とその意義を染色体のふるまいを中心に理解します。
　植物の生殖の過程を理解します。


	・植物と動物の組織の観察を行います。
・タマネギの鱗片葉のでき方を探究します。
・花粉を用いて減数分裂の観察を行います。

・花粉の発芽と花粉管の観察を行います。
	

	
	
	７
	　動物の生殖・受精の過程を染色体のふるまいを中心に理解します。
	
	

	
	【課題・提出物等】
１　授業の中で使用する補助プリント
２　観察・実験レポート

	
	【第１学期の評価方法】
１　中間と期末の定期考査の成績，学習活動への取り組み方，観察・実験レポートの内容等で評価します。
２　学期全体の評価は，定期考査の成績で８０％，観察・実験レポート等の提出物と授業への取り組み　で２０％の配分で総合的に判断して行います。


	第
２
学
期
	第2章 発生
  １発生の過程
    ２発生のしくみ
　第３章　遺伝
    １遺伝の法則
    ２さまざまな遺伝
    ３遺伝子と染色体      

    ４性と遺伝            
	９

	　ウニ・カエルを例として，受精卵から動物の体ができあがる発生の過程と細胞の分化の過程，器官形成の機構について理解します。 

  発生における誘導のしくみと解明の過程を理解します。


	・ウニの初期発生の観察を行います。
・ウニ卵・胚の分割実験について資料学習をします。

・調節卵の分割割球の発生について探究します。
・発生のしくみについて資料学習を行います。
・遺伝の分野ではさまざまな観察実習を通して考察し理解することを基本姿勢とします。
・だ腺染色体の観察を行ます。

	第
２
学
期
中
間
考
査

	
	
	
	  遺伝に法則が存在することと法則の基本について実習と考察を通して理解します。
　遺伝の法則の応用として遺伝子さまざまな遺伝・遺伝子の相互作用について理解します。
	
	

	
	
	10

	  遺伝子と染色体の関係について実験例に基づいて考察することを通して理解します。
　性染色体と性別の決定様式，性染色体上の遺伝子による実際の遺伝現象について理解します。
	
	

	
	　　５連鎖と組換え
　　６遺伝子の本体

	
	　独立の法則に従わない実験例をもとに連鎖について考察し，遺伝子と染色体の関係についてより深く理解します。
  遺伝子の本体がDNAであることをその探究の経緯とともに理解し，DNAの性質を理解します。　
	・ＤＮＡモデルの製作実習を行います。
・ＤＮＡの検出の観察を行います。

・交配実験について探究します。
	第
２
学
期
期
末
考
査

	
	第３部　環境と動物の反応
　第１章　刺激の受容と反応
    １神経
    ２刺激の受容
    ３効果器
    ４神経系
　　５動物の行動
	
	　動物がどのようなしくみで環境の変化を受容し反応するかを理解します。
　神経が興奮を伝導伝達するしくみを理解します。
  視覚聴覚を中心に受容器のしくみを理解します。
  筋肉の構造と筋収縮のしくみを中心に効果器の働きを理解します。
  動物の神経系の種類について理解します。
　ヒトの脳と脊髄の構造と働き，反射のしくみを理解します。
　走性や本能行動の実例を通して，動物の行動の成り立ちを理解します。
	・盲斑の位置と形の確認実験を行います。
・アリのフェロモンについて探究活動を行います。
	

	
	
	11
	
	
	

	
	
	12
	
	
	

	
	【課題・提出物等】
１　授業の中で使用する補助プリント
２　観察・実験レポート

	
	【第２学期の評価方法】
１　中間と期末の定期考査の成績，学習活動への取り組み方，観察・実験レポートの内容等で評価します。
２　学期全体の評価は，定期考査の成績で８０％，観察・実験レポート等の提出物と授業への取り組み２０％の配分で総合的に判断して行います。


	
	

	

	第
３
学

期
	　第２章　体液と恒常性
    １体液とその循環
    ２肝臓と腎臓の働き
    ３ホルモンと自律神経による調節
第４部　環境と植物の反応
  第１章　植物の生活と環境
    １水分の吸収と移動
    ２光合成と環境要因
　第２章　植物の反応と調節
    １成長の調節
　　２発芽の調節
　　３植物の花芽の形成
　　４植物の一生と環境

	１
２

３
	　動物が生命を保つ恒常性の意義としくみを理解します。また，自分たちの体のしくみについても関心をもち考えていきます。
　体液の恒常性が維持されるしくみを，浸透圧調節や血液の働きの学習を中心に理解します。

　肝臓と腎臓のしくみと働きを恒常性の維持の観点から理解します。

　ホルモンと自律神経について，特に自律神経は自ら考察することを通して理解します。 
 陸上植物の構造を視野において水の吸収の過程を理解します。
　光合成とさまざまな環境要因との関係を実験例に基づく考察を通して理解します。
　植物ホルモンによる植物の成長の調節のしくみを解明の過程についての考察を通して理解します。
　花芽の形成のしくみを解明の過程についての考察を通して理解します。
　まとめとして植物の一生と環境の関係について考察します。
	・運動による体温，心拍数，呼吸数への影響を調べます。

・血液の成分の観察を行います。
白血球の食作用の観察を行います。

・ヒトの心臓について調べます。
・腎臓の構造と働きについて探究活動を行います。
・血糖値の変化とインスリンの効果について調べます。
・ゾウリムシの収縮胞と浸透圧調整について探究します。
・蒸散速度の測定と気孔の観察を行います。

・光合成と環境要因の実習を行います。
・オーキシンの働きを探究活動を行います。
・ジベレリンの作用を探究します。
	学
年
末
考
査

	
	【課題・提出物等】
１　授業の中で使用する補助プリント
２　観察・実験レポート

	
	【第３学期の評価方法】
１　学年末の定期考査の成績，学習活動への取り組み方，観察・実験レポートの内容等で評価します。
２　学期全体の評価は，定期考査の成績で８０％，観察・実験レポート等の提出物と授業への取り組み　２０％の配分で総合的に判断して行います。

	評価の観点及び内容
	評価方法

	授業に対する意欲と取り組み
	・自然や生物に関心を持ち，意欲的，積極的に授業 に参加し取り組んでいるか。
・観察・実験に自ら考え主体性を持って取り組んでいるか。
・教師の発問に対して，積極的に答えようとする意欲が見られるか。
	・学習活動への参加の仕方や態度
・提出物の内容及び提出状況
・配布物の活用状況

	考察し判断する力
	・観察実験の方法結果に対し判断や考察を行っているか。
・教師からの発問に対して，自らの考えで答えているか。
・自然界の事象に関して，様々な観点から考察し，論理的に考えることができるか。
・客観的な事実に基づいて生物現象を科学的に判断することができるか
	・定期考査の論述式問題
・提出物の内容
・授業で使用するプリントの記入内容
・発表の内容や仕方                 

	観察や実験を行い表現する力
 
	・観察，実験の方法や実験器具の操作を理解して正しく行う能力を身につけたか。
・自然界の生物現象について科学的に探究する方法を身につけたか。
・観察実験において，正確な数値結果が得られるよう工夫しているか。
・観察，実験の結果を科学的にまとめて，的確に表現し，発表することができたか。
	· 定期考査の論述式問題
· 提出物の内容
· 印刷物の記入内容
· 発表の内容や仕方 

· 観察，実験の授業中における実験器具操作や方法

	知識と理解
	・自然の事物現象における原理法則などの基本的な知識や考え方を理解しているか。
・観察，実験の目的や実験の原理などを理解しているか。
	・定期考査
・提出物の内容                                   

	【年間の学習状況の評価方法】
　「授業に対する意欲と取り組み」「考察し判断する力」「観察や実験を行い表現する力」「知識と理解」の４つの観点から評価した第１学期・第２学期・第３学期の成績を総合して年間の学習成績とします。


３  評価の観点，内容及び評価方法
４　アドバイス等
	確かな学力を身に付けるためのアドバイス

	・教科書は読んだだけでは理解できませんし，板書事項を後から見ただけではさらに理解できません。毎日の授業を大切にし，授業を通して生物についての科学的な見方や考え方ができるよう，自分なりの目標を設定して努力することが大切です。
・ノートは，自分の実力養成のためにとるものであることを自覚し，板書事項をそのまま写すのではなく，自分で気づいたことや考えたこと感じたことなども記し，自分の学習に役立つものにしましょう。　
・各種レポートの作成においては，自ら関心をもって調べるなど，積極的に取り組みましょう。

	授業を受けるに当たって守ってほしい事項

	・授業の前にノートを開き前回の内容を少し見るだけで授業への意欲理解が相当違います。心がけて下さい。
・単位の修得には，１年間授業にきちんと出席することが必要です。
・教師の発問に対しては，自分で考えて答えることが大切です。
・教師の説明のみならず，他者の発表についてもよく聞いて理解に努めて下さい。。
・説明をよく聞き，不明な点や疑問点がないかも考えて下さい。
・観察や実験を通して科学的に考察する力を身につけるよう心がけて下さい。観察や実験のレポートをよく考えながら作成することが大切です。なお，観察・実験の際には注意・説明をよく聞き，安全に十分注意して行って下さい。

	その他
	・観察実験などの探究活動を行い，レポートの提出や発表を行います。実験機材，視聴覚教材やコンピュータ等を活用し，また，身近な生き物や生物現象を題材として，関心がもてる授業を展開します。
・生物に関心を持つという観点から，授業で触れていないことでも，生物に関する質問を歓迎します。


